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の
一
か
所
に
故
障
が
起
こ
れ
ば
そ
の
影
響
は
た

ち
ま
ち
全
体
に
波
及
す
る
」
と
記
し
た
▼
近
畿

地
方
を
直
撃
し
た
台
風
21
号
や
北
海
道
の
地
震

で
は
、
神
経
や
血
管
の
電
力
が
大
き
く
故
障
し

た
。
国
内
の
普
及
率
が
70
％
を
超
え
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
も
充
電
が
な
く
て
は
、「
か
ま
ぼ
こ

板
」
と
化
し
て
し
ま
う
▼
近
年
普
及
が
進
ん
だ

ス
マ
ホ
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
も
情
報
を
処
理
で
き
な
く
な
り
、「
買
い

物
難
民
」
が
発
生
す
る
事
態
に
。
企
業
の
生
産

活
動
の
み
な
ら
ず
、
電
力
で
水
を
く
み
上
げ
る

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
断
水
が
起
き
る
な
ど
影
響

は
大
き
い
。
追
い
求
め
て
き
た
豊
か
さ
に
は
ら

む
脆
さ
を
突
き
付
け
ら
れ
た
▼
「
天
災
ば
か
り

は
科
学
の
力
で
も
そ
の
襲
来
を
中
止
さ
せ
る
わ

け
に
は
行
か
な
い
」
と
い
う
寺
田
。
被
災
地
の

復
興
を
祈
り
つ
つ
、
改
め
て
災
害
へ
の
備
え
を

見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

正
月
の
初
詣
に
始
ま
り
祈
願
や
祭
礼
な

ど
、
日
本
人
に
と
っ
て
神
社
は
馴
染
み
深
い

存
在
で
、
そ
こ
に
は
常
に
神
職
の
姿
が
あ

る
。
国
学
院
大
学
か
ら
も
毎
年
、
１
０
０
人

を
超
す
卒
業
生
が
神
職
の
資
格
を
授
与
さ
れ

て
各
地
の
神
社
へ
と
巣
立
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
過
疎
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
い
っ
た

社
会
情
勢
の
変
遷
に
伴
っ
て
、
地
域
の
と
り

ま
と
め
役
を
担
っ
て
き
た
神
職
も
役
割
や
在

り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。

　

神
社
本
庁
に
よ
る
と
、
全
国
各
地
に
鎮
座

す
る
神
社
は
お
よ
そ
８
万
社
を
数
え
る
が
、

神
職
は
２
万
人
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
。
単
純
計

算
す
る
と
、
１
人
の
神
職
が
４
社
の
お
世
話

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
方
で
は
１

人
が
10
社
以
上
を
兼
務
し
て
い
る
の
が
実
情

だ
。「
地
方
の
時
代
」
が
叫
ば
れ
る
今
、
院

友
神
職
は
ど
の
よ
う
な
想
い
を
胸
に
抱
い
て

奉
仕
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

東
京
・
渋
谷
の
若
木
が
丘
か
ら
巣
立
ち
、

列
島
の
南
と
北
、「
神
々
が
集
う
島
」
と
し

て
知
ら
れ
る
長
崎
県
の
離
島
・
壱
岐
で
最
も

古
い
社
家
を
継
い
だ
吉
野
理
さ
ん
（
平
17
卒

・
113
期
神
）
と
他
宗
教
と
の
連
携
を
探
り
つ

つ
郷
土
の
文
化
発
信
に
力
を
入
れ
る
青
森
市

の
廣
田
神
社
宮
司
・
田
川
伊
吹
さ
ん
（
平
20

卒
・
116
期
神
文
）
の
２
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
地
方
で
活

躍
す
る
若
手
院
友
神
職
の
「
今
」
を
追
っ

た
。 

【
６
、
７
面
に
関
連
記
事
】

列島の南と北、院友２人を追う
地元で生きる院友神職

　９月６日に発生した北海道胆振東部地
震および台風21号などの豪雨災害によ
り被災された皆さまに、衷心よりお見舞
いを申し上げます。
　本学学生のご家族をはじめ、卒業生、
関係者の皆さま、罹災者の方々の生活が
一日も早く平常に復するよう、本学とし
てもできる限りの支援を行う所存です。
　また本学を常日頃ご支援していただい
ている神社の方々におかれましても、甚
大な被害に遭われたこと、心よりお見舞
いを申し上げます。一日も早く復興さ
れ、被災地の方々の心の支えとなられん
ことをお祈り申し上げます。

 平成30年９月10日
 国学院大学学長　赤井益久

全国各地で発生した
大規模災害で

被災された皆さまへ

　

本
学
学
生
の
時
間
割
作
成
や
授
業
支
援
、
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

学
修
支
援
シ
ス
テ
ム
「
K
―
S
M
A
P
Y
」

が
、
基
盤
と
な
る
教
学
系
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
移

行
に
伴
い
、
9
月
4
日
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
「
K

―
S
M
A
P
Y
Ⅱ
」
に
変
更
さ
れ
た
。

　

他
大
学
に
先
駆
け
た
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
平
成
14
年
に
誕
生
し
た
「
K
―

S
M
A
P
Y
」。
15
年
以
上
に
わ
た
っ
て
大
学

の
教
学
面
を
支
え
て
き
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
、
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

学
生
を
は
じ
め
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
至
っ
た
。

　

「
K
―
S
M
A
P
Y
Ⅱ
」
の
U
R
L
は
次

の
通
り
。

https://ksm
apy.kokugakuin.ac.jp/

 

【
２
面
詳
報
】

学
修
支
援
シ
ス
テ
ム
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

K
―
S
M
A
P
Y
Ⅱ
が
ス
タ
ー
ト

　

「
落
語
の
神
様
」
と
評
さ
れ
る
５
代
目
古
今

亭
志
ん
生
は
、
無
類
の
酒
好
き
と
し
て
知
ら
れ

る
。
酒
に
酔
っ
て
高
座
で
寝
て
し
ま
う
な
ど
逸

話
も
多
い
▼
大
正
12
年
に
関
東
大
震
災
が
起
き

た
時
、
志
ん
生
は
地
面
に
酒
が
こ
ぼ
れ
る
の
が

も
っ
た
い
な
い
と
、
酒
屋
に
駆
け
込
ん
で
一
気

飲
み
。
常
人
に
は
到
底
真
似
で
き
な
い
▼
東
京

帝
国
大
学
教
授
だ
っ
た
物
理
学
者
で
随
筆
家
の

寺
田
寅
彦
は
、
関
東
大
震
災
で
多
く
の
死
者
を

生
ん
だ
火
災
旋
風
を
調
査
し
た
。
後
年
執
筆
し

た
随
筆
集
の
中
で
「
文
明
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど

天
然
の
暴
威
に
よ
る
災
害
が
そ
の
激
烈
の
度
を

増
す
」
と
指
摘
す
る
。
文
明
の
発
達
で
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
物
流
も
「
高
等
動
物
の
神
経
や
血

管
」
の
よ
う
に
繋
が
る
現
代
。「
神
経
や
血
管
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図
書
館
蔵
書
検
索
サ
イ
ト
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

法人顧問に鷹司尚武氏が就任
　学校法人国学院大学は、神社本庁統理で平
成29年７月まで神宮大宮司を務めた鷹司尚
武氏を顧問に選任した。任期は８月１日から
平成31年３月31日まで。

法学部
海外の大学と一般協定締結
　国学院大学法学部は、東欧、ルーマニアの
バベシュ・ボヤイ大学政治・行政・コミュニ
ケーション学部と一般協定を締結した。協定
期間は３年間で、共同研究、共同ワークショ
ップを通じて研究交流の実践など研究・教育
交流の推進を目的としている。
　バベシュ・ボヤイ大学は、ルーマニア北西
部の都市クルジュ＝ナポカにある国立大学。

札幌、滝川で
子ども向けイベント
　大学が持つ学術資産を切り口に、文学から
科学まで多彩な視点から子どもたちの知的好
奇心を育もうと国学院スタディフェスタが７
月28、29日、北海道で開催された。
　本学と北海道短期大学部が主催した同イベ
ントは昨年度につづき２回目。札幌市のサッ
ポロファクトリー・アトリウムでは、万華鏡
作りや巨大しゃぼん玉体験など３つのワーク
ショップを、滝川市の北海道短期大学部キャ
ンパス会場では、ロケットの仕組みをわかり
やすく学ぶかさ袋ロケット作り体験や天体観
測などの９つのワークショップを大学と短大
の教員や学生たちが用意し、２会場を合わせ
て約1600人の子どもたちでにぎわった。

「古事記学シンポ」、初の学外開催
11月に宮崎・西都市で
　文部科学省の私学研究ブランディング事業
に選定され「古事記学」の推進拠点形成に取
り組む古事記学センターは、本年度が事業の
中間年に当たることから初の学外国際シンポ
ジウム「古事記と『国家』の形成－古代史と
考古学の視点から－」を11月３日に宮崎県
西都市の県立西都原考古博物館で開催する。
　シンポジウムは宮崎県との共催（西都市、
宮崎県神社庁後援）で、「神話のふるさと」
を舞台に、日本の国家形成と古事記編纂に至
る歴史を古代史と考古学の観点から探る。
谷口雅博・古事記学センター長（文学部教
授）、笹生衛・国学院大学博物館長（神道文
化学部教授）、佐藤長門・文学部教授ら本学
研究者のほかに、英国セインズベリー日本藝
術研究所のサイモン・ケイナー総括役所長ら
が加わり、ケルト民族などの古代祭祀と比較
することで日本の成り立ちを解き明かす。研
究開発推進機構の渡邉卓助教は「日本遺産に
も指定された西都原古墳群のお膝元での開
催。実際の遺物にも接することで東京開催と
は違ったものが見えてくるはず」としてい
る。
　詳細は古事記学センターＨＰ（http://
kojiki.kokugakuin.ac.jp/20180818/）に掲載。
申し込み・問い合わせは「神話のふるさと県
民大学」事務局（☎0985・22・1122、ＦＡ
Ｘ0985・22・1128）へ。

　

9
月
4
日
に
運
用
が
始
ま
っ
た
「
K
―
S
M
A
P
Y

Ⅱ
」
は
、
旧
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
大
部
分
を
引
き
継
ぎ
、

学
生
の
履
修
登
録
、
成
績
参
照
、
授
業
ご
と
の
支
援
（
課

題
提
出
、
授
業
資
料
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
）、
就
職
支

援
の
各
種
機
能
を
そ
ろ
え
る
。

　

従
来
は
履
修
登
録
後
、
一
定
期
間
の
処
理
が
行
わ
れ
た

の
ち
、
反
映
さ
れ
て
い
た
卒
業
見
込
み
が
あ
る
か
ど
う
か

の
判
定
や
、
取
得
希
望
を
登
録
し
た
資
格
の
取
得
見
込
み

の
判
定
が
随
時
更
新
さ
れ
、
学
生
が
逐
次
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
学

生
本
人
や
保
証
人
の
住
所
変
更
の
届
け
出
な
ど
一
部
の
申

請
手
続
き
が
新
シ
ス
テ
ム
で
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
災
害
な
ど
へ
の
備
え
と
し
て
、
構
成
員
の
安
否

確
認
を
行
う
機
能
が
実
装
さ
れ
、
9
月
6
日
に
発
生
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
際
し
て
早
速
、
道
内
に
保
証
人

が
在
住
す
る
学
生
を
対
象
に
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
本
人
と

保
証
人
の
安
否
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

国
学
院
大
学
図
書
館
は
、

平
成
18
年
か
ら
運
用
し
て
い

る
図
書
館
シ
ス
テ
ム
「
K
―

a
i
s
e
r
」
を
9
月
10
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
1
5
8

万
件
を
超
え
る
本
学
の
蔵
書
に

加
え
、
国
立
国
会
図
書
館
や
相

互
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
山
手
線
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
加
盟
大
学
な
ど
の
図
書
の

横
断
検
索
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
検
索

な
ど
も
従
来
に
比
べ
て
簡
便
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
図
書
館
が
発
信

す
る
お
知
ら
せ
や
開
館
予
定
も

同
サ
イ
ト
内
で
閲
覧
が
可
能
と

な
る
。

　

図
書
館
で
は
、
今
回
の
サ
イ

ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
8

月
9
日
か
ら
一
部
の
サ
ー
ビ
ス

を
順
次
停
止
し
て
い
た
が
、
９

月
10
日
か
ら
す
べ
て
の
運
用
を

再
開
し
て
い
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
新
し

い
「
K
―
a
i
s
e
r
」

の

U
R
L
は
次
の
通
り
。

https://kaiser.kokugakuin.
ac.jp/

旧システムを引き継ぎつつ
機能増で利便性向上へ

教職員人事

◆自己都合
◎大学事務局◇専任▽澤田康紀（たまプラー
ザ事務部たまプラーザ事務課主幹）
 以上、８月31日付

退　　　職

平成 13 年度 要件、仕様の検討

14 年度 Web履修登録開始

15 年度 授業ごとのお知らせ機能リリース
（ お知らせ・教材提供・フォーラム・リポート）

16 年度  出席管理機能リリース
キャリアサポート機能追加

18 年度  アンケート機能リリース

20 年度 履修登録希望優先方式・事前登録開始

22 年度  データベースサーバ更新

23 年度  ファイルサーバ更新

24 年度 シラバスシステム更新

26 年度  サマーセッション、スプリングセッ
ションの出席管理機能追加

27 年度  データベースサーバ、ファイルサーバ更新
 サーバＯＳ、データベースのバージョ
ンアップ

30 年度 K-SMAPYⅡをリリース

K-SMAPYの変遷

運
用
が
始
ま
っ
た
Ｋ
―
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
Ⅱ
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国
学
院
大
学
博
物
館

開
館
90
周
年
を
記
念
し
て
企
画
展

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
再
開

発
事
業
の
一
環
と
し
て
校
地
に
隣

接
す
る
旧
専
門
学
校
跡
地
を
購
入

し
、
６
号
館
（
仮
称
）
＝
写
真
上

＝
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

建
物
は
地
下
2
階
地
上
3
階
建
て

で
、
平
成
31
年
3
月
の
竣
工
を
目

指
し
て
い
る
。

　

6
号
館
は
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

や
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
の
一

環
と
し
て
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な

ど
を
展
開
す
る
予
定
。
隣
接
す
る

氷
川
神
社
の
鎮
守
の
杜
を
臨
む
自

習
ス
ペ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
る
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
校
舎
の
外
装
や
外
構
の
工
事

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
竣

工
か
ら
35
年
が
経
過
し
た
1
号
館

な
ど
の
外
装
は
、
木
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
用
い
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に

＝
写
真
下
。
最
大
10
㍍
の
高
低
差

が
あ
る
傾
斜
地
に
並
ぶ
校
舎
を
つ

な
ぐ
外
構
に
は
立
体
通
路
「
立
体

万
葉
の
小
径
」
が
設
け
ら
れ
、
教

室
、
図
書
館
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
学
生
施
設
を
結
ぶ
。

同
改
修
工
事
も
31
年
3
月
の
竣
工

を
目
指
す
。

　

国
学
院
大
学
博
物
館
は
、

樋
口
清
之
博
士
の
寄
贈
に
よ

る
考
古
資
料
を
基
に
し
た

「
考
古
学
陳
列
室
」
の
創
設

（
昭
和
3
年
）
か
ら
今
年
で

90
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記

念
し
た
企
画
展
「
日
本
文
化

の
淵
源
を
求
め
て
―
考
古
学

陳
列
室
か
ら
国
学
院
大
学
博

物
館
ま
で
―
」
が
7
月
14
日

か
ら
9
月
9
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
博
物
館
の
歴
史
を
、

考
古
学
を
中
心
に
振
り
返
る

内
容
で
、
樋
口
博
士
の
直
筆

原
稿
や
、
新
収
蔵
資
料
で
高

さ
が
1
・
７
㍍
を
超
す
大
型

埴
輪
な
ど
を
展
示
。
期
間
中

は
、
多
く
の
来
場
者
を
集
め

た
。

　

７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
で
は
、

樋
口
博
士
に
師
事
し
、
今
年

で
90
歳
と
な
る
下
津
谷
達
男

・
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大

学
元
教
授
が
、
師
と
の
出
会

い
や
静
岡
県
の
登
呂
遺
跡
の

発
掘
調
査
な
ど
目
の
当
た
り

に
し
て
き
た
戦
後
の
研
究
史

を
語
っ
た
＝
写
真
。

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
施
設
の
新
築・改
修

31
年
3
月
竣
工
目
指
す

ウガンダ全権大使が
蓼科寮を視察

　東アフリカ、ウガンダのベティ・グレイ
ス・アケチ・オクロ駐日特命全権大使が８
月20日、長野県立科町を訪れ本学蓼科寮や
町内のスポーツ施設などを視察した。立科町
は、本学卒業生でウガンダ政府公認コーディ
ネーターに任命された奥龍将・スマイリーア
ース代表取締役社長（平23卒・119期日文）
の提案で、2020年東京五輪・パラリンピッ
クに向け同国を相手国とするホストタウンに
登録。同国の陸上競技中長距離種目代表選手
の事前合宿を予定している。
　ベティ大使は、町役場での歓迎セレモニー
の後、蓼科第二牧場で建設中のクロスカント
リーコースや、女神湖スポーツ広場など町内
のスポーツ施設などを視察。蓼科寮では、尾
近裕幸理事・経済学部教授をはじめ大学関係
者や合宿中の陸上競技部員らがウガンダ国旗
を振って出迎え、歓迎の意を表した。

セメスター留学
13人に学習奨励金
　平成29年度に英語圏・中国語圏の協定校
で実施した４カ月間に及ぶセメスター留学に
参加した学生のうち、高いレベルでの外国語
コミュニケーション能力を獲得した13人に
学習奨励金が贈られた。目録の授与式は７月
11日に渋谷キャンパスで行われた。
　授与式で、田原裕子国際交流推進部長（経
済学部教授）は「努力をしてセメスター留学
で非常に高い成果を上げたことをうれしく思
っています」と英語と中国語で挨拶した。学
生たちは「授業で習った単語はその日の会話
で使うようにした」「将来は海外駐在を目指
したい」などと語学力を伸ばすために工夫し
たことや今後の進路について語っていた。

10年目の
教員免許更新講習会
延べ372人が受講

　教員に必要な資質能力が保持されるよう、
最新の知識技能を身につける「教員免許更新
制」が運用開始から10年目を迎えた。本学
は、制度開始以来、毎年講習を実施してい
る。今年は、８月６日から10日にかけて渋
谷キャンパスで中学校の国語科、社会科、高
等学校の国語科、地歴科を対象に、たまプラ
ーザキャンパスで幼稚園、小学校、中学校と
高等学校保健体育科の教諭を対象に講習会が
開催され、延べ372人が受講した。
　教員免許更新制は、平成19年の改正教育
職員免許法の成立により、21年４月から導
入されている。免許更新には30時間以上の
免許状更新講習の受講・修了が義務付けられ
ている。
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神
様
へ
捧
げ
る
御お

花は
な

を
和
紙
で
制
作
す
る
「
供

き
ょ
う

花か

神し
ん

饌せ
ん

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
が
８
月
７
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
に
作
ら
れ
た
御
花
は
、
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都

府
八
幡
市
）
で
９
月
15
日
に
執
行
さ
れ
る
石
清
水
祭
に
奉
納
さ
れ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
本
学
の
特
別
招
聘
教
授
、
彬
子
女
王
殿
下
が

総
裁
を
お
務
め
に
な
る
一
般
社
団
法
人
心し

ん

游ゆ
う

舎し
ゃ

と
本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
共
催
。
制
作
に
先
立
ち
、
彬
子
女
王
殿
下
は
「
自
分

の
手
元
に
あ
る
御
花
が
、
神
様
の
御
花
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
感

激
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
み
な
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
心
を
込
め
て
、
楽
し
ん
で
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

さ
れ
た
。

　

御
花
を
作
る
和
紙
は
、
植
物
由
来
の
天
然
染
料
の
み
を
使
う
古
代
染

め
の
技
法
で
染
色
さ
れ
て
い
る
。
参
加
し
た
20
人
の
本
学
学
生
は
、
毎

年
12
種
類
作
ら
れ
る
供
花
神
饌
の
う
ち
、
梅
と
南
天
の
一
部
の
制
作
を

受
け
持
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
を
務
め
た
染
色
工
房
「
染

そ
め
の

司つ
か
さよ
し
お
か
」
の
染
織

家
、
吉
岡
更
紗
さ
ん
の
手

ほ
ど
き
で
作
業
に
着
手
。

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
手
を

動
か
し
て
い
た
学
生
も
、

徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
む

と
、
石
清
水
八
幡
宮
に
ま

つ
わ
る
古
典
や
修
学
旅
行

の
話
題
な
ど
で
盛
り
上
が

り
な
が
ら
、
和
や
か
に
取

り
組
ん
だ
。

　

南
天
の
制
作
に
携
わ
っ

た
升
山
顕け

ん
よ
う耀
さ
ん
（
神
文

４
）
は
「
南
天
だ
け
に
難

点
も
多
か
っ
た
」
と
笑
い

を
誘
い
、「
八
幡
の
神
様

に
御
花
を
捧
げ
ら
れ
る
の

は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
」
と
話
し
て
い
た
。

南
開
大
学
と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

研
究
者
の
交
流
盛
ん
に

国学院雑誌学生懸賞論文
佳作に３人 入選はなし
　平成29年度の国学院雑誌学生懸賞論文の
入選、佳作論文が決定した。今回は、第１部
門（本学文・神道文化学部、別科在籍者対
象）で佳作に２人、第２部門（本学大学院文
学研究科、専攻科在籍者対象）で佳作に１人
が選ばれた。入選は該当者がなかった。表彰
式は、７月11日に文学部長室で行われた。
受賞者は以下の通り（敬称略、所属は応募当
時）。
第１部門＝ ◆佳作▼田子晃矢（史３）▼鈴木

健多郎（神文３）
第２部門＝◆佳作▼山口祐樹（博後文２）
　選考の経緯などは、同誌７月号に掲載され
ている。

　

第
5
回
国
学
院
大
学
・
南
開
大

学
院
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
東
ア
ジ
ア

文
化
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

7
月
14
、
15
日
に
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
本
学
の
大
学

院
文
学
研
究
科
と
中
国
・
南
開
大

学
外
国
語
学
院
は
、
平
成
28
年
に

研
究
教
育
に
関
す
る
学
術
協
定
を

締
結
。
毎
年
、
若
手
研
究
者
や
大

学
院
生
が
相
互
に
訪
問
を
重
ね
る

な
ど
交
流
を
盛
ん
に
行
っ
て
い

る
。
今
回
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
連
携
事
業
の
一
環
。

　

歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
赤

井
益
久
学
長
が
「
両
校
の
交
流
は

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
日
中

両
国
の
交
流
は
2
0
0
0
年
以
上

あ
る
が
両
大
学
の
交
流
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
の
学
術
の

世
界
の
将
来
を
発
展
さ
せ
る
と
願

っ
て
い
る
」
と
中
国
語
で
挨
拶

し
、
南
開
大
学
外
国
語
学
院
の
閻

国
棟
院
長
は
「
両
校
の
研
究
者
の

学
術
交
流
に
よ
っ
て
友
情
を
深
め

た
い
」
と
応
じ
た
。

　

期
間
中
は
、
両
大
学
の
教
員
に

よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
大
学
院

生
ら
若
手
研
究
者
に
よ
る
研
究
発

表
・
討
論
会
が
行
わ
れ
た
。

供花神饌ワークショップ
彬子女王殿下をお迎えし開催

学生20人も心を込めて制作

ボランティアフェアを開催

　学生にボランティア活動への参加を促そう
と７月13日、渋谷キャンパスでボランティ
アステーションによる「国学院大学ボランテ
ィアフェア2018」が行われた。約20のNPO
団体や行政機関、本学学生のボランティアサ
ークルなどが出展し、夏季休暇中の短期のイ
ベントや長期間にわたるボランティアなどの
活動を紹介し、学生たちの相談にも応じた。
　渋谷警察署のブースでは、災害時に帰宅困
難者を誘導する学生ボランティアについて、
実際に着用するゼッケンを見せながら、活動
内容を紹介していた。

五輪・パラまで２年
渋谷区主催イベントに出展

　渋谷区が主催する文化プログラム
「MERRY SMILE SHIBUYA for 2020」が８
月25日、国連大学（渋谷区）で開催され、
本学をはじめ区内にキャンパスを構える大学
やNPO団体などがワークショップやステー
ジでのパフォーマンスを行った。
　東京五輪・パラリンピックの開催まで２年
になることを記念した同企画では、年齢・性
別・国籍・障害の有無を問わず、多くの人々
が多様な個性の違いを知って、一緒に楽しむ
ことがコンセプト。本学からは全学応援団が
ステージパフォーマンスに登場してリーダー
公開を披露したほか、有志の学生たちがちょ
うちんの絵付け体験コーナーを出展した。来
場した人たちは思い思いに絵付けをしたオリ
ジナル提灯を作った。完成した提灯は会場内
に飾りつけられ、今後、五輪・パラリンピッ
クに向けたイベントなどでも活用される予
定。

学
生
た
ち
と
供
花
神
饌
を
作
ら
れ
る
彬
子
女
王
殿
下

梅
の
花
を
制
作
す
る
学
生
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W
O
W
O
W
と
連
携
し
課
題
解
決
型
授
業

経
済
学
部

正しいアルコールとの
付き合い方を学ぶ
　学生生活課が主催する適正飲酒セミナーが
７月11日、渋谷区内に本社を構えるサッポ
ロホールディングスから講師を招き行われ
た。セミナーには部会やサークルの代表者ら
約200人の学生が参加。合宿や遠征先で、ア
ルコール飲料を飲む機会が増える夏季休暇を
前にアルコールとの付き合い方について説明
を受けた。
　学生たちは、酒酔いの原理や中瓶１本のビ
ールに含まれるアルコールを代謝するために
必要な平均時間が成人男性で２～３時間、成
人女性で３～4.5時間であることや、アルコ
ールの強い弱いは体質の遺伝で決まっている
ことなどを学んだ。
　その上で、アルコール代謝を調べるパッチ
テストが行われ、自分自身のアルコール適性
を測り理解を深めた。

第

回
10

新
制
文
学
部
設
置
か
ら
70
年
①

◉

と
し
て
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
２

月
に
大
学
設
立
委
員
会
を
開
き
、
財
団

法
人
設
立
許
可
願
を
提
出
し
、
３
月
20

日
付
で
許
可
さ
れ
、
新
生
国
学
院
大
学

が
誕
生
し
た
。
だ
が
、
５
月
７
日
に

「
教
職
員
の
除
去
・
就
職
禁
止
及
復
職

等
の
件
」
が
発
せ
ら
れ
、
そ
の
な
か
で

「
教
職
不
適
格
者
と
し
て
、
審
査
委
員

会
の
審
議
を
経
る
こ
と
な
く
指
定
を
受

け
る
べ
き
者
の
範
囲
」
の
一
つ
と
し

て
、
国
学
院
大
学
専
門
部
附
属
神
道
部

が
挙
げ
ら
れ
、
神
道
部
の
卒
業
生
は
教

職
を
追
わ
れ
深
刻
な
苦
難
に
遭
っ
た
。

そ
し
て
、
８
月
に
は
新
生
国
学
院
の
学

長
に
選
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
佐
佐
木
行

忠
を
は
じ
め
と
し
て
、
教
職
員
が
指
定

を
受
け
て
大
学
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
、
佐
佐

木
の
後
任
と
し
て
懇
願
さ
れ
学
長
・
理

事
長
に
就
任
し
た
の
が
、
大
学
理
事
を

退
任
し
隠
棲
し
て
い
た
石
川
岩
吉
で
あ

っ
た
。
本
学
３
期
卒
の
石
川
は
、
か
つ

て
国
学
院
講
師
、
主
事
心
得
、
教
務
課

長
な
ど
を
歴
任
し
、
大
正
４
年
に
は
皇

子
（
迪
宮
、
後
の
昭
和
天
皇
）
傅
育
官

と
し
て
ご
養
育
を
担
い
、
そ
の
後
も
高

松
宮
付
別
当
心
得
を
拝
命
、
そ
し
て
昭

和
11
年
４
月
か
ら
は
東
宮
（
後
の
今
上

陛
下
）
傅
育
官
を
務
め
た
人
物
で
あ
っ

た
。
経
歴
、
人
格
か
ら
も
、
本
学
に
と

っ
て
戦
後
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
は
、
石
川
が
真
の
適
任
者
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。（
次
号
に
続
く
）

 

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教　

渡
邉
卓

　

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
８
月
の
終

戦
直
後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司

令
部
（
G
H
Q
）
は
４
つ
の
「
教
育
指

令
」
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
軍
国

主
義
と
超
国
家
主
義
教
育
の
禁
止
を
定

め
た
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理

政
策
」（
10
月
22
日
付
）
②
教
師
及
び

教
育
関
係
者
の
教
職
追
放
と
適
格
審
査

を
定
め
た
「
教
員
及
教
育
関
係
官
ノ

調
査
、
除
外
、
認
可
ニ
関
ス
ル
件
」

（
10
月
30
日
付
）
③
国
家
と
宗
教
の
分

離
、
信
教
の
自
由
を
保
護
す
る
「
国
家

神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保

証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並
ニ
弘
布
ノ

廃
止
ニ
関
ス
ル
件
」（
12
月
15
日
付
）

④
三
教
科
の
授
業
を
停
止
し
た
「
修

身
、
日
本
歴
史
及
ビ
地
理
停
止
ニ
関
ス

ル
件
」（
12
月
31
日
付
）
―
で
あ
る
。

　

そ
の
圧
迫
は
本
学
に
も
及
び
、
20
年

12
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
７
回
に
わ

た
り
G
H
Q

の
将
校
が
来

校
し
調
査
が

行
わ
れ
た
。

時
を
同
じ

く
し
て
、
21

年
１
月
に
は

皇
典
講
究
所

が
神
社
本
庁

へ
と
発
展
的

に
解
消
さ
れ

た
こ
と
に
よ

り
、
国
学
院

大
学
は
単
独

の
財
団
法
人

戦
後
の
苦
難
と
新
生
国
学
院

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
石
川
岩
吉
先
生
の
胸
像

  

経
済
学
部
の
専
門
科
目
「
経
営
学

特
論
（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
１
）
」

（
担
当
・
根
岸
毅
宏
経
済
学
部
教

授
、
齊
藤
光
弘
同
助
教
、
矢
嶋
剛
同

兼
任
講
師
）
で
は
、
４
月
か
ら
民
間

衛
星
放
送
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｏ
Ｗ
（
港
区
）
と
連
携
し
て
、
若
年

層
が
活
用
し
た
い
画
期
的
な
サ
ー
ビ

ス
や
仕
組
み
を
テ
ー
マ
に
課
題
解
決

型
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
授
業
に
取
り
組
ん

だ
。
７
月
９
日
、
受
講
生
65
人
が
同

社
を
訪
問
。
事
前
に
行
わ
れ
た
予
選

を
通
過
し
た
６
チ
ー
ム
が
、
社
員
を

前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。

　

若
年
層
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
や
昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
革
新
を

踏
ま
え
、
自
分
た
ち
の
感
覚
だ
け
で

は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
分
析
や
調
査

に
よ
る
情
報
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
仮

想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）
や
拡
張
現
実
（
Ａ

Ｒ
）
を
取
り
入
れ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
性
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
な
ど
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案

し
た
。

　

同
社
社
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
検
索
の
精
度
を
高
め

る
施
策
を
提
案
し
た
チ
ー
ム
が
優
勝

に
選
ば
れ
た
ほ
か
、準
優
勝
や
Ｗ
Ｏ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
賞
が
発
表
さ
れ
、学
生
た
ち

は
互
い
の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
た
。

再開発進む渋谷駅周辺
新施設の活用を考える

　再開発が進む渋谷駅周辺では、旧東横線
渋谷駅のホ―ムおよび線路跡地に９月、新
しく「渋谷ストリーム」が開業し、隣接す
る渋谷川と水辺空間も整備される。新たに設
けられる広場の活用と運営について考える渋
谷区主催の学生ボランティアワークショップ
（WS）が、６月から８月にかけて３回に分
けて開催され、本学をはじめ区内に拠点を置
く大学などから学生が参加した。
　７月23日に行われたWSでは、東急電鉄の
担当者の説明を受けながら、開業に向けて工
事が進む渋谷ストリームや旧東横線線路跡地
に整備された広場と遊歩道を約１時間にわた
って見学した。
　その後、見学した新しい広場を活用してど
のような取り組みができるか意見を出し合
い、来訪者や外国人観光客、地域住民の憩い
の場としての活用法を考えた。

万葉の花の会　200人が聴講

　万葉集を通して自然や文化に親しむ「萬葉
の花の会」の講演会がたまプラーザキャンパ
スで開かれた。約200人の聴衆は講演に耳を
傾けながら、万葉集ゆかりの生け花の実演や
和歌に詠まれた山海の幸を使った弁当を楽し
んだ。
　同会は、本学教職員らがたまプラーザキャ
ンパスに植栽した散策コース「万葉の小径」
を開設したことに端を発する。
　講演では、本学名誉教授の辰巳正明会長が
「ほんとうの萬葉の花―日本文化論のために
―」、文化功労者の野本寛一・近畿大学名誉
教授（昭34卒・67期文）が「花の民俗をさ
ぐる―環境民俗学の視座から―その２」と題
して話を披露するなど３氏が登壇したほか、
昨年に続いて洗心流家元の鳥居茜月さんが万
葉集に詠まれた秋の花で活花実演を行った。
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青
森
市
の
社
家
に
生
ま

れ
、
将
来
は
神
職
に
就
く
の

だ
ろ
う
と
漠
然
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
神
道
文
化
学
科
を

平
成
20
年
に
卒
業
し
、
奉
職

し
た
の
が
寒
川
神
社
（
神
奈

川
県
寒
川
町
）
で
す
。
先
代

の
父
も
か
つ
て
お
勤
め
し
て

お
り
、
父
と
一
緒
に
奉
職
さ

れ
て
い
た
方
々
が
残
っ
て
お

ら
れ
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ご
縁
だ
と
思
い
ま
す
。

　

奉
職
は
わ
ず
か
１
年
で
し

た
。
父
が
急
逝
し
た
た
め
、

青
森
市
へ
戻
り
、
平
成
21
年

６
月
、
宮
司
に
就
任
し
ま
し

た
。
当
時
23
歳
で
、
全
国
最

年
少
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
ま
で
人
前
で
祝
詞
を
上
げ
た
こ
と
さ
え
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
最
初
の
数
年
間
は

大
変
で
し
た
。
学
生
時
代
よ
り
勉
強
し
た
と
思
い

ま
す
。

　

御
祭
神
は
６
柱
で
す
。
こ
の
う
ち
の
１
柱
が
進し

ん

藤ど
う

庄し
ょ
う

兵べ

衛え

（
１
６
１
４
〜
86
年
）
の
神
霊
で
、

廣
田
神
社
に
唯
一
、
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
進
藤
は

弘
前
藩
の
家
老
で
、
青
森
城
代
と
し
て
商
業
発
展

や
土
地
開
拓
に
尽
力
し
、
現
在
の
青
森
市
の
礎
を

築
き
ま
し
た
。
地
元
の
人
は
「
青
森
市
は
歴
史
の

な
い
街
」
と
よ
く
言
い
ま
す
。
私
が
青
森
市
に
戻

っ
た
当
時
、
進
藤
を
知
る
人
は
少
な
く
、
歴
史
の

中
に
埋
も
れ
た
存
在
で
し
た
。

　

神
職
の
役
目
は
、人
と
神
様
を
つ
な
げ
る「
取
り

継
ぎ
役
」で
す
。そ
し
て
、郷
土
の
文
化
や
歴
史
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
、地
域
に
根
ざ
す

神
社
の
大
切
な
役
割
で
す
。神
道
は
日
本
文
化
そ

の
も
の
で
あ
り
、郷
土
文
化
は
日
本
文
化
の
源
流

と
も
い
え
ま
す
。神
社
を
継
ぎ
、進

藤
の
功
績
を
広
く
知
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
26
年
に
は

進
藤
の
生
誕
４
０
０
年
を
記
念
し

た
茶
会
な
ど
が
、
地
元
有
志
に
よ

っ
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
は
進
藤
が
政
務
を
執
り

行
っ
た
御お

仮か
り

屋や

跡
（
現
在
の
青
森

県
庁
）
横
の
公
園
で
し
た
。
私
も

企
画
や
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
郷
土
の

偉
人
へ
の
地
元
の
関
心
は
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
翌
年
に
は
、
東
北
三
大
祭
り
の
一
つ
で
あ

る
「
青
森
ね
ぶ
た
祭
」
の
題
材
に
初
め
て
進
藤
を

用
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。

　

廣
田
神
社
で
は
、
そ
の
ね
ぶ
た
の
原
画
を
基
に

し
た
御
朱
印
を
作
り
、
期
間
限
定
で
頒
布
し
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
求
め
る
参
拝
者
が
多

く
、
特
に
８
月
の
ね
ぶ
た
期
間
中
は
朝
か
ら
晩
ま

で
書
き
通
し
で
す
。
お
守
り
袋
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

物
が
あ
り
、
県
内
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手

に
よ
る
絵
柄
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
郷

土
の
文
化
や
言
葉
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
青
森

県
名
産
の
リ
ン
ゴ
と
ホ
タ
テ
を
か
た
ど
っ
た
津
軽

弁
の
お
み
く
じ
を
作
り
、
こ
ち
ら
も
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

宗
教
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
も
し
て
い
ま

す
。
先
の
大
戦
で
は
青
森
県
人
が
パ
ラ
オ
へ
戦
車

隊
と
し
て
出
兵
し
、
多
数
亡
く
な
り
ま
し
た
。
戦

後
70
年
の
平
成
27
年
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
パ
ラ

オ
へ
慰
霊
の
ご
訪
問
を
さ
れ
る
の
を
前
に
、
青
森

県
内
の
方
が
両
国
国
旗
な
ど
の
製
作
依
頼
を
受
け

た
際
に
、
旗
へ
の
御
霊
入
れ
と
安
全
祈
願
を
任
せ

て
い
た
だ
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
は
現
地

へ
渡
り
、
神
仏
合
同
の
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
戦
争
の
記
憶
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
郷
土

の
歴
史
で
す
。

　

廣
田
神
社
の
ほ
か
、
県
内
21
の
兼
務
社
も
預
か

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
「
直
会
」
で
す
。
地

元
の
方
と
ひ
ざ
を
合
わ
せ
、

お
神
酒
を
一
緒
に
い
た
だ
き

な
が
ら
神
様
の
話
を
し
ま

す
。
信
頼
関
係
を
築
く
た
め

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

青
森
市
は
歴
史
的
に
大
火

が
多
く
、
空
襲
の
被
害
に
も

遭
い
、
そ
の
た
び
に
信
仰
が

分
断
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
ね
ぶ
た
と
い
う
熱
狂

的
な
祭
り
が
あ
る
た
め
、
神

社
の
祭
り
が
か
す
ん
で
し
ま

う
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
神

社
の
信
仰
を
広
げ
る
に
は
難

し
い
土
地
柄
で
す
。
そ
れ
で

も
、
地
元
の
人
を
巻
き
込
ん

だ
行
事
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制

交
流
サ
イ
ト
）
で
の
情
報
発
信
な
ど
に
よ
っ
て
、

郷
土
の
魅
力
を
伝
え
る
努
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

神
社
は
誰
に
も
開
か
れ
た
公
共
的
な
祈
る
場
所

で
す
。
こ
う
し
た
神
道
の
良
い
と
こ
ろ
を
生
か
し

な
が
ら
、
郷
土
の
魅
力
に
広
く
触
れ
て
も
ら
い
、

地
元
の
人
も
県
外
の
人
も
、
そ
し
て
海
外
の
人
も

祈
り
に
立
ち
寄
れ
る
「
世
界
の
中
の
廣
田
神
社
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
）

　

長
崎
・
壱
岐
で
古
く
か
ら
続
く
社
家
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
父
か
ら
「
後
を
継
い
で
く
れ
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
は
な
く
、
高
校
２
年
の
時
に
自
然
と

「
国
学
院
大
学
に
進
む
」
と
決
め
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
父
の
背
中
を
見
続
け
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
平
成
17
年
に
神
道
学
科
を
卒
業
し
て
宗

像
大
社
に
奉
職
し
、
大
き
な
神
社
な
ら
で
は
の
対

外
的
な
仕
事
に
携
わ
っ
た
り
、
世
界
遺
産
と
な
っ

た
沖
ノ
島
で
の
ご
奉
仕
を
経
験
し
た
り
と
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

父
が
急
逝
し
て
壱
岐
に
戻
り
、
平
成
26
年
10
月

か
ら
箱
崎
八
幡
神
社
や
男
嶽
神
社
な
ど
島
内
に
あ

る
30
ほ
ど
の
神
社
に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

人
た
ち
と
の
交
流
に
し
て
も
神
社
を
護
る
に
し
て

も
、
宗
像
で
は
分
担
し
て
い
た
仕
事
も
島
で
は
全

て
一
人
で
す
。
協
力
し
て
く
れ
る
地
元
の
総
代
さ

ん
は
、「
宮
司
さ
ん
」
で
は
な
く
「
理
く
ん
」
と

呼
ん
で
家
族
に
近
い
関
係
で
接
し
て
く
れ
ま
す
。

宗
像
大
社
を
退
職
し
て
壱
岐

で
の
仕
事
に
向
き
合
う
こ
と

で
「
こ
れ
が
本
当
の
神
社
の

在
り
方
か
な
」
と
い
う
点
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
故
郷
に
帰
っ
て
手
探
り

で
奉
職
し
て
４
年
目
。
キ
ツ

イ
仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、
氏

子
さ
ん
の
応
援
が
何
よ
り
の

支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

氏
子
さ
ん
か
ら
は
「
代
々

神
社
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ

ま
す
。
壱
岐
に
は
信
仰
心
に

篤
い
漁
師
町
が
あ
り
、
古
い

信
仰
の
形
も
残
っ
て
い
る
の

で
神
社
を
大
切
に
す
る
心
が

根
付
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

疎
か
に
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

後
継
者
不
足
は
深
刻
で
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
壱
岐

神
楽
を
守
る
に
も
ギ
リ
ギ
リ
で
す
。
社
家
と
は
無

関
係
な
後
輩
に
「
神
職
に
な
っ
て
は
ど
う
？
」
と

声
を
掛
け
た
り
も
し
ま
す
。
神
道
に
理
解
を
示
し

て
く
れ
る
人
々
の
輪
を
広
げ
、
取
り
込
ん
で
い
く

こ
と
も
必
要
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

過
疎
化
で
氏
子
さ
ん
が
減
り
、

運
営
費
用
に
事
欠
く
こ
と
も
課

題
で
す
が
、
神
社
に
お
金
を
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
だ
け
が
収
入
と
は

限
り
ま
せ
ん
。「
神
社
を
生
か
し

た
何
か
」
で
あ
れ
ば
無
限
だ
と
思

い
ま
す
。
今
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手
法
も
あ
り
ま

す
。
我
々
よ
り
上
の
世
代
だ
と
ネ

ッ
ト
社
会
に
拒
絶
反
応
を
示
す
人

も
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
導
入
す

る
な
ら
若
手
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
理
解
し
て
も

ら
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
部
分
を
守
り
つ
つ
、
変

え
ら
れ
る
部
分
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
神
社
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い
で

し
ょ
う
。
在
学
中
や
宗
像
奉
職
時
代
に
全
国
の
神

社
で
見
聞
を
広
め
た
の
で
、
良
い
と
こ
ろ
を
取
り

込
み
つ
つ
時
代
に
沿
っ
た
や
り
方
で
運
営
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

　

壱
岐
で
は
神
社
が
重
要
な

観
光
資
源
で
す
が
、
そ
こ
に

あ
る
も
の
を
見
せ
る
だ
け

で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
来
て
・

見
て
・
帰
る
」
だ
け
。
男
嶽

神
社
に
い
る
時
は
参
拝
客
に

声
を
掛
け
、
境
内
に
数
多
く

奉
納
さ
れ
た
石
猿
像
に
つ
い

て
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
一
歩
踏
み
込
ん
だ
説
明

を
す
れ
ば
「
来
て
・
見
て
・

神
社
や
神
様
を
知
っ
て
・
帰

る
」
よ
う
に
な
る
は
ず
。
男

嶽
は
お
籠
も
り
の
小
屋
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を

改
修
し
て
観
光
客
や
地
元
の

人
が
集
え
る
カ
フ
ェ
を
始
め
よ
う
と
奮
闘
中
で

す
。
業
者
に
頼
め
ば
簡
単
で
す
が
、
地
元
と
の
繋

が
り
を
考
え
て
顔
見
知
り
の
大
工
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。
床
板
は
同
級

生
の
実
家
が
営
む
酒
蔵
の
板
を
も
ら
っ
て
き
た
の

で
、
焼
酎
が
し
み
こ
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
（
笑
）。

　

人
と
の
繋
が
り
は
些
細
な
こ
と
で
も
広
が
り
ま

す
。
大
学
時
代
に
覚
え
た
サ
ー
フ
ィ
ン
を
息
抜
き

と
し
て
続
け
て
い
ま
す
が
、
神
社
巡
り
が
好
き
な

奥
さ
ん
に
付
き
添
っ
て
き
た
旦
那
さ
ん
が
、
私
の

ボ
ー
ド
を
目
に
し
て
「
壱
岐
は
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で

き
る
ん
で
す
か
？
」
と
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
、

意
気
投
合
し
ま
し
た
。「
今
度
、
壱
岐
に
行
き
ま

す
」
と
宮
崎
か
ら
電
話
を
も
ら
っ
た
時
は
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。「
外
の
人
に
見
て
も
ら

い
、
も
っ
と
い
い
も
の
に
し
よ
う
」
と
地
元
の
意

識
を
導
く
こ
と
も
神
職
の
仕
事
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

男
嶽
神
社
の
御
祭
神
は
「
導
き
の
神
」
と
さ
れ

る
猿
田
彦
命
で
す
。
神
様
の
お
導
き
で
こ
の
神
社

で
多
く
の
方
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
で
す

ね
。（
談
）

郷
土
で

　

生
き
る

地
元
を

　

活
か
す

院
友
神
職
奮
闘
記

廣田神社箱崎八幡神社、男嶽神社ほか

　

一
言
で
「
地
方
」
と
い
っ
て
も
千
差
万
別
。
先
代

の
急
逝
で
宮
司
を
継
い
だ
事
情
は
同
じ
な
が
ら
、
九

州
本
土
か
ら
高
速
船
で
１
時
間
か
か
る
離
島
・
壱
岐

の
吉
野
理
宮
司
と
、
人
口
30
万
人
の
中
核
市
・
青
森

の
田
川
伊
吹
宮
司
を
取
り
巻
く
環
境
は
全
く
異
な

る
。
し
か
し
、
地
域
社
会
の
ま
と
め
役
と
し
て
「
守

り
、
伝
え
る
」
こ
と
へ
の
想
い
は
共
通
し
て
い
る
。

■廣田神社　長徳２（996）年、『源氏物語』の主人公、光源氏のモデルの
一人ともいわれ、陸

むつのかみ

奥守に任じられた藤
ふじわらのさねかた

原実方が蝦
え

夷
ぞ

鎮圧のため、外ケ浜貝
森村（現在の青森市）に「夷

えびすのやしろ

之社」を創建して陸奥国の平安長久を祈願した
ことに発祥する。天照大御神荒御魂を主祭神として、大国主命、事代主神、
蛭子命、藤原実方命、進藤庄兵衛命を御祭神として祀る。現在は昭和47年
に再建された社殿が青森市の中心地に建つ。
〒030－0861　青森市長島２の13の５　☎017・776・7848
ホームページ　http://www.hirotajinja.or.jp

■壱岐の神社　壱岐で最初の神である「天
あめのひとつばしら

比登都柱」と
「月
つくよみのみこと

読命」が男嶽神社の磐
いわくら

座に降臨、そこから箱崎八幡神社に遷
座したとの伝承が残る。長崎県神社庁によると、島内には神社本
庁の登録社だけで約150社があり、未登録社を含めるとその３倍
ほどに膨れ上がるが、島内の神職は35人にとどまっている。国
指定の重要無形民俗文化財「壱岐神楽」や島内の著名神社に参拝
する「七社巡り」の風習が残り、観光資源として注目されること
から「壱岐島四十二社巡り」の冊子も用意されている。

郷
土
の
魅
力
伝
え
る

祈
り
の
場
所
に

青　

森

田
川 
伊
吹 

宮
司
（
32
歳
、
平
20
卒
・
116
期
神
文
）

離
島
の
篤
い
信
仰
と

伝
統
を
守
る

壱　

岐

吉
野　

 

理 

宮
司
（
35
歳
、
平
17
卒
・
113
期
神
）

壱岐島

箱崎八幡神社、男嶽神社ほか

廣田神社

▶
壱
岐
神
楽
公
演
で

亡
父
・
靖
彦
さ
ん
手

作
り
の
笛
を
奏
で
る

吉
野
宮
司

◀
御
祭
神
の
進
藤
庄

兵
衛
を
題
材
に
し
た

ね
ぶ
た
の
原
画
を
基

に
期
間
限
定
で
頒
布

し
て
い
る
御
朱
印

男嶽神社の境内には、御祭神
の猿田彦命にちなんだ石猿像
が数多く奉納されている

リンゴの形をしたおみくじ（右）は本物のリンゴの木にぶら下げ
られている。ホタテの形をしたおみくじ（左）は専用の竿

さお

で釣り
上げる。いずれも青森県出身のタレント、伊奈かっぺいさんの手
による津軽弁の文章とイラストのおみくじ入り。品種はリンゴ
が「運アップる」、ホタテが「順風満帆」としゃれている
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こ
と
ば
に
は
意
味
・
用
法
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
母
語
話
者
に

は
母
語
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

「
こ
と
ば
の
意
味
」
を
考
え
る

楽
し
み
や
不
思
議
さ
、
面
白
さ

が
あ
る
。

　

あ
ま
り
辞
書
を
引
く
こ
と
が

な
い
語
「
生
き
る
」
を
例
に
考

え
て
み
る
と
、
い
か
に
多
く
の

意
味
の
説
明
が
あ
る
か
わ
か

る
。
手
元
に
あ
る
小
型
の
国
語

辞
典
を
引
い
て
み
て
も
、
そ
の

引
用
だ
け
で
与
え
ら
れ
た
文
字

数
を
超
え
て
し
ま
う
。
ど
れ
も

既
に
知
っ
て
い
て
使
え
る
意
味

・
用
法
ば
か
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
だ
け
た
く

さ
ん
の
辞
書
の
意
味
・
用
法
を

知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
語
の
「
生
き
る
」

を
自
在
に
使
い
こ
な
せ
る
か
と
い
う
と
そ
う
は
い

か
な
い
。
試
し
に
、
次
の
文
の
「
生
き
る
」
は
、

国
語
辞
典
の
ど
の
意
味
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
用
例
は
、
F
a
c
e
b
o
o
k
の
記
事
を

参
考
に
し
た
。

　

「
こ
う
生
き
な
さ
い
（
宗
教
）
」、「
な
ぜ
生
き

る
の
か
（
哲
学
）
」、「
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
な

状
態
か
（
科
学
）
」、「
も
し
こ
ん
な
ふ
う
に
生

き
ら
れ
た
ら
（
文
学
）
」、「
こ
れ
こ
そ
が
生
き
る

形
だ
（
芸
術
）
」、「
そ
れ
が
生
き
た
証
だ
（
歴

史
）
」、「
そ
う
や
っ
て
生
き
た

い
（
美
学
）
」、「
生
き
て
さ
え

い
れ
ば
い
い
（
世
間
一
般
の

親
心
）
」、「
生
か
し
て
み
せ
る

（
医
療
）
」、「
生
き
て
い
る
事

に
す
る
（
役
所
の
見
解
）
」

　

説
明
は
で
き
な
く
て
も
、
日

本
語
母
語
話
者
な
ら
全
文
の
だ

い
た
い
の
意
味
が
分
か
る
。
さ

ら
に
、
母
語
話
者
で
あ
れ
ば
、

最
後
の
例
「
役
所
の
見
解
」
に

含
ま
れ
る
皮
肉
な
意
味
も
理
解

で
き
る
。

　

こ
れ
に
諸
方
言
で
の
用
法
を

加
え
る
と
も
っ
と
豊
富
な
表
現

に
な
る
。
琉
球
方
言
で
は
共
通

語
に
直
訳
す
れ
ば
「
こ
の
虫
は

も
っ
と
叩
か
な
い
と
生
き
る
よ

（
死
な
な
い
と
い
う
意
味
）
」、
兵
庫
県
播
州
方

言
で
今
に
も
死
に
そ
う
な
状
態
を
「
こ
の
魚
は
生

き
生
き
ご
ん
ぼ
や
（
こ
の
魚
は
瀕
死
の
状
態
で
あ

る
）
」。
こ
ん
な
複
雑
な
意
味
が
瞬
時
に
理
解
で

き
る
母
語
話
者
の
言
語
運
用
能
力
は
た
い
し
た
も

の
だ
と
思
う
。
ま
た
、「
生
き
る
」
以
外
に
も
こ

ん
な
例
な
ら
い
く
ら
で
も
見
つ
け
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
意
味
・
用
法
を
日
本
語
学
習
者
が

理
解
し
よ
う
と
し
た
ら
、
ま
た
逆
に
こ
れ
ほ
ど
の

外
国
語
の
能
力
を
持
と
う
と
し
た
ら
、
ど
ん
だ
け

の
努
力
が
必
要
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

若木が丘
だより
文学部教授

久野 マリ子

こ
と
ば
の
意
味
―「
生
き
る
」―

本紙へのご感想を
お待ちしています

　

「
国
学
院
大
学
学
報
」
で
は
、
読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
感
想
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方

に
は
、
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

ご
投
稿
は
以
下
の
要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

①
今
号
の
満
足
度
５
段
階
（
低
１
〜
５
高
）
②
本
紙
へ
の

ご
意
見
③
住
所
④
氏
名
⑤
所
属
な
ど
（
在
学
生
の
場
合

〈
学
科
・
学
年
〉、
保
護
者
、
院
友
〈
本
学
卒
業
生
〉、
本
学
・
本
法
人
教
職
員
、
そ

の
他
い
ず
れ
か
）
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
国
学
院
大
学
広
報
課
（
連
絡

先
は
１
面
参
照
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル
作

成
画
面
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は

法
令
に
基
づ
い
て
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
。

 

※ 

お
寄
せ
に
な
ら
れ
た
原
稿
・
お
便
り
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
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  業界セミナー

　キャリアサポート課一押し企画！各
業界リーディングカンパニーの採用担
当者に業界や企業について説明してい
ただきます。個別の企業説明会では予
約が取れない超大手優良企業ばかりが
参加します。企業の話を聞いて興味・
関心の幅を広げ志望業界を見つけた
り、業界の理解を深めていくために、
積極的に参加しましょう。
時 10月15日㈪～12月21日㈮
　 ㈪・㈫・㈭・㈮：５限または６限、
㈬：３限または４限
※ 企業の参加日時はK-SMAPYⅡで確
認してください。
対１～３年生、大学院１年生

 後期スタート・業界研究講座

　いよいよ本格化する就職活動。どのよ
うに活動すれば良いか不安ではありま
せんか？　この講座では、効率的な動き
方や業界研究についてお話しします。
「業界研究をしろと言われても何を調べ
ればいいのか分からない」という方はぜ
ひ参加してください。この講座に参加し
た学生には各業界のトップ企業を網羅
した「企業大研究」をプレゼント！
【渋谷キャンパス】
　日 ・時10月９日㈫６限、10日㈬３
限・５限、11日㈭６限

【たまプラーザキャンパス】
　日 ・時10月10日㈬13時５分～14時
35分・14時50分～16時20分

　対３年生・大学院１年生

※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡよ
り行って下さい

  生きがい講座2018 
久しぶりの弓道教室

内 「かつて弓道をしていたけれど、今
は射る機会がない」という方のため
に、「弓道復帰プログラム」を提供
します。安全な弓道場と初心・初級
者向け弓具、射形診断のできるビデ
オ解析システムを完備していますの
で、本格的な弓道復帰に向けたアド
バイスも行えます。
日10月６日㈯
時10時～12時
場たまプラーザキャンパス弓道場
対 弓道経験（有段者）のある18歳以
上の方（定員15人）
申 本学ＨＰ（https://www.kokugakuin.
ac.jp/event/41500）、 またはＦＡＸ
（講座名・氏名・年齢・性別・電話
番号・住所・メールアドレス明記） 
で、人間開発学部地域プロモーショ
ンセンターへ
問 人間開発学部地域プロモーションセ 
ンター（☎045・904・7707、
　めkchpc＠kokugakuin.ac.jp）

  シリーズ講座 
親子で楽しむ運動遊び①～④
チャレンジ！器械運動⑤

内 お子様が運動好きになるように。将
来器械運動が苦手にならないよう
に。そして大人の日頃の運動不足の
解消にも。親子で楽しく運動をして
みませんか？ 
日 10月13日、11月17日、12月15日、
１月26日、２月16日の土曜日５回
シリーズ 
時 ①～④10時30分～11時30分
⑤10時30分～11時45分 
場 たまプラーザキャンパス
　①～④5号館多目的
　⑤体育館内アリーナ
【定員】 ①～④　15組　⑤25人 
申 本学ホームページ（https://www. 
kokugakuin.ac.jp/event/41500）、 ま
たはＦＡＸ（講座名・氏名・年齢・
性別・電話番号・住所・メールアド
レス明記） で、人間開発学部地域プ

ロモーションセンターへ 
問 人間開発学部地域プロモーション
セ ンター（☎045・904・7707、
めkchpc＠kokugakuin.ac.jp） 

  第10回 
共育フェスティバル2018

内 地域の方々との「響同」を目指す人間
開発学部の学生らが企画する「共育
フェスティバル」を、今年度も開催し
ます。地域の方々、特にお子さんが楽
しめるイベント＝写真は昨年の様子
＝を用意しています。ご家族でお誘
いあわせの上、ご来場ください。
日10月28日㈰
時10時～16時
場たまプラーザキャンパス
料無料
問たまプラーザ事務課
　（☎045・904・7700）

合合
  経済学部生を体験する１日 
「E-Tour」

内 高校生を対象に、経済学部生を体験
する１日「E-Tour」を実施します。Ｆ
Ａと呼ばれる２～４年生がアテンド
し、「学部・学科紹介」「模擬授業」「学
内見学」などを体験してもらいます。
４年生からは「大学での学び方」「就
職活動の経験」などのリアルな話も
聞け、「どうして大学に行くの？」「経
済学部で何を学ぶの？」「大学生の生
活は？」「どんな大学生になるの？」
がイメージできます。
日11月17日㈯
時 いずれも11時～16時（10時45分まで
に120周年１号館１階ロビーに集合）

場渋谷キャンパス
対高校生
申 経済学部HPのE-Tourページの申し

込みフォームから申し込む
問経済学部資料室
　（めecosiryo@kokugakuin.ac.jp）

  国際シンポジウム 
「日本文化としての宗教 
　―海外の授業から―」

内 「日本文化としての宗教」について、ロ
ンドン大学のアラン・カミングス氏、
カイロ大学日本研究センターのワリ
ード・ファルーク・イブラヒム氏が報
告。コメンテーターとして九州大学の
飯嶋秀治氏、東北大学の木村敏明氏を

お迎えします。司会は平藤喜久子・研
究開発推進機構教授が務めます。
日10月21日㈰
時13時～18時
場ＡＭＣ５階会議室06
料無料
申 本学ＨＰの研究開発推進機構事務
課問い合わせフォーム（https://
www.kokugakuin.ac.jp/inquiry）
から問い合わせ内容を「研究に関す
ること」を選択して申し込む
問 研究開発推進機構事務課
　（☎03・5466・0104）

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＬＬＣＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＣＣＣＬＬＣＣＬＬＣＣＣＣＣＣＬＬＬＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

 ＴＯＥＩＣ®学内テスト

内 ＬＬＣが団体受験特別制度（ＩＰ 
:Institutional Program）として実施
するものです。公開テストとＩＰテ
ストのスコアの有効性はTOEIC主
催団体により同一とされています。
　※ 企業、大学等により基準が異なる
場合もあります。

日10月27日㈯

時 14時30分集合、17時15分解散（試
験時間は２時間）
場 渋谷キャンパス（教室は試験１週間
前をめどにお知らせします）
料3500円
対本学在学生
申 後日決定する申し込み期間中に自動
証紙発行機で証紙を購入し、各キャ
ンパスのＬＬＣに提出
問▶渋谷：ＬＬＣ（百周年記念館）
　▶ たまプラーザ：ＬＬＣ　ＹＯＫＯ
ＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ（１号館）
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

  大規模災害
学費減免制度募集

　本学学生で、災害対策基本法に定め
た災害により被災し、条件を満たす方
を対象に大規模災害学費減免制度の募
集を行います。対象となる大規模災害
は、大阪府北部地震、西日本豪雨、北
海道胆振東部地震など。募集対象など
詳細は募集要項などで確認を。
【願書配布】　10月31日（水）まで
【願書受付】　11月8日（木）・9日（金）
時 学生生活課・たまプラーザ事務課窓
口事務時間内
問▶学生生活課
　　（☎03・5466・0146）
　▶たまプラーザ事務課
　　（☎045・904・ 7705）

  国学院大学法学会 
懸賞論文を募集

内 法律学・政治学に関するテーマで懸
賞論文を募集します。優秀な論文に
は賞状が授与され副賞（最優秀賞： 
図書カード10万円分、優秀賞：同
５万円分、佳作：同３万円分）が贈
られます。
対本学法学部の在学生
申 平成31年１月８日㈫15時までに、
論文（Ａ４サイズ１ページあたり
40字×30行の横書きで脚注を含め
10～40枚。本文の前に目次を付け
る）と800～1000字程度の要旨を２
部ずつ、表紙と要旨（Excel形式）
と原稿（Word形式）の２つのファ
イルを保存したＵＳＢメモリを、法
学部資料室へ提出してください。
※ 政治専攻のスタディ・ペーパーで作
成した論文は応募できません
問法学部資料室（若木タワー７階）
　（☎03・5466・0304）

   国学院大学経済学会 
懸賞論文を募集

内 経済学部各学科の各コース内容に関

するテーマで懸賞論文を募集しま
す。優秀な論文には賞金（最優秀賞
５万円、優秀賞３万円、佳作１万
円）が贈られます。
対 経済学部在学生の個人またはグルー
プ（３人以内）
申 12月３日㈪～７日㈮正午（期日厳
守）の期間に、論文（Ａ４サイズ
１ページあたり1200字程度で10枚
以上。600字以内の要旨を本文の前
につけたもの）２部と経済学部Ｈ
Ｐ（https://www.kokugakuin.
ac.jp/news/77788）からダウン
ロードした受付票・個人情報利用承
諾書、Word形式の論文を保存した
記 憶 媒 体（CD-R/RW・DVD-R/RW
・ＵＳＢメモリのいずれか）を経済
学部資料室へ提出してください。
問経済学部資料室（若木タワー９階）
　（☎03・5466・0342）

  国学院雑誌 
学生懸賞論文の募集

内 未発表の学術論文であれば題目は問
いません（卒業論文も可）。優秀な

論文には賞状と副賞（入選５万円、
佳作３万円）を贈呈し、国学院雑誌 
への掲載を予定しています。
対▶ 第一部門＝本学文学部・神道文化
学部・別科在籍者

　▶ 第二部門＝本学大学院文学研究科
・専攻科在籍者

申 平成31年３月30日㈯までに、論文
（400字詰め原稿用紙換算40～50枚
で、800字程度の要旨を添付）の原
稿とテキストデータを、文学部資料
室国学院雑誌編集係へ提出してくだ
さい。
問文学部資料室（若木タワー11階）
　（☎03・5466・4813）

イベント

  経済学部シンポジウム 
仮想通貨とは何か

内 ニュースで取り上げられる事も増え
た「仮想通貨」についてのシンポジ
ウム（経済学部主催、院友経済会・

経済学会共催）です。本学教員に加
えて株式会社オウケイウェイヴ代表
取締役会長の兼元謙任氏をスピーカ
ーに招き、仮想通貨についての講演
と質疑応答を行います。経済学部学
生のほか、他学部学生や院友にも公
開（入場自由）しますので、ぜひご
参加ください。
　※ シンポジウム終了後、午後１時
30分から1104教室で院友経済会
平成30年度定例総会を開催しま
す。会員である経済学部卒業生の
ご参加をお待ちしております。
詳しくは大学及び院友経済ＨＰ
（http://www2.kokugakuin.
ac.jp/inyueconomics/）でお知
らせします

日10月20日㈯
時10時30分～13時
場渋谷キャンパス1105教室
問 経済学部資料室
　（☎03・5466・0342、
　めecosiryo@kokugakuin.ac.jp）

平 成 30 年 度
ホーム
カミング
デー

たまプラーザキャンパス
〒225-0003　横浜市青葉区新石川3-22-1
たまプラーザ事務課 ☎045（904）7700
hcd@kokugakuin.ac.jp

渋谷キャンパス 
〒150-8440　東京都渋谷区東4-10-28
校友課 ☎03（5466）0131　hcd@kokugakuin.ac.jp

事前予約メニューは、お申込フォームから

https://www.facebook.com/kokugakuin.hcd/

院友（卒業生）とそのご家族・ご友人対 象 無料参加費
大学ホームページ▶卒業生▶ホームカミングデー▶事前申込予約方法

https://www.kokugakuin.ac.jp/graduate/homecomingdayホームカミングデー詳細ページ

10月20日（土）
渋谷：11時スタート

※たまプラーザキャンパス（人間開発学部卒業生対象）は
　11月10日（土）に実施します

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物
料無料
時 10時～18時（入館は17時30分まで）、
特別展の期間中は休館なし

  特別展「キリシタン－日本と
キリスト教の469年－」

内 天正15（1587）年の豊臣秀吉によ
る最初の伴天連追放令以降、キリシ
タンは江戸幕府の禁教令などの締め
付けを受け、潜伏して信仰を守るか
棄教するかの選択を迫られました。
本展では、海外の諸文化を取り入れ
てきた日本において、いかにしてキ
リスト教が根を下ろそうとしてきた
かを辿ります。
　※ 本展は西南学院大学博物館（福岡
市）との合同展示です

日９月15日㈯～10月28日㈰
場博物館企画展示室
▶ シンポジウム「島原・天草一揆とその後」

　内 木村直樹氏（長崎大学）が「島原
・天草一揆と牢人」、大橋幸泰氏
（早稲田大学）が「諸藩による島
原天草一揆の記録と記憶」、安高
啓明氏（熊本大学）が「踏絵の変
容と潜伏キリシタン」と題して講
演。定員300人。

　日10月６日㈯
　時13時～16時40分
▶ シンポジウム「考古学が明かす新た
なキリシタン像」
　内 深澤太郎・研究開発推進機構准教
授が「日本における宗教考古学と
キリスト教」、今野春樹氏（東京
芸術大学）が「キリシタン考古学
の枠組み」、大石一久氏（大浦天
主堂キリシタン博物館）が「天正
遣欧使節と千々石ミゲル」と題し
て講演。定員300人。

　日10月13日㈯
　時13時～16時40分
▶ 特別講義「生月島のかくれキリシタン」

　内 中園成生氏（平戸市生月町博物館
・島の館）が講演。定員300人。

　日10月27日㈯
　時13時～16時45分
                      共　通   
※ 上記シンポジウム・特別講演は事前
申込みが必要
場ＡＭＣ常磐松ホール
申 博物館のＨＰ（http://museum.
kokugaku i n . a c . j p / e v en t /
d e t a i l / 2 0 1 8 _ k i r i s h i t a n _
symposium.html）から

  特集展示
内 舞楽に関連する絵巻物と装束を展示
します。
日９月15日㈯～10月28日㈰
場博物館神道展示室

※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359
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硬式野球部＝東都大学野球秋季１部リーグ
戦　対中央大①（10／２㈫11：00・神宮球
場）、同②（10／３㈬13：30・同）、対亜細
亜大①（10／９㈫10：30・同）、同②（10
／10㈬11：00・同）、対東洋大①（10／23
㈫12：00・同）、同②（10／24㈬12：00
・同）
柔道部＝平成30年度全日本学生柔道体重別
選手権大会（９／29㈯～30㈰）・日本武道
館）、平成30年度全日本柔道学生体重別団体
優勝大会（10／20㈯～21㈰・ベイコム総合
体育館（尼崎市））、平成30年度講道館杯全
日本柔道体重別選手権大会（11／３㈯～４
㈰・千葉ポートアリーナ（千葉市））
陸上競技部＝第95回東京箱根間往復駅伝競
走予選会（10／13㈯９：35・陸上自衛隊
立川駐屯地～立川市街地～国営昭和記念公
園）、秩父宮賜杯 第50回全日本大学駅伝対
校選手権大会（11／４㈰８：05・熱田神宮
西門前（名古屋市）～伊勢神宮内宮宇治橋前
（伊勢市））
蹴球部＝東京都大学サッカー１部リーグ戦　
対上智大（９／30㈰）、対成蹊大（10／７
㈰）、対東京経済大（10／14㈰）※時間、
場所は未定
卓球部＝第85回全日本大学総合卓球選手権
大会・個人の部（10／25㈭～28㈰・ベイコ
ム総合体育館（尼崎市））
ラグビーフットボール部＝関東大学ラグビー
・リーグ戦グループ２部　対国士舘大（10
／７㈰12：00・立正大G）、対朝鮮大学校
（10／14㈰12：00・関東学院大G）、対関
東学院大（10／28㈰14：00・国士舘大G）

強化部会主なスケジュール
（９～11月）

学生記者が
行く！行行行くく！く！行
学生学生学学 学報の〝〝裏側裏側〟〟に迫る サンケイ総合印刷

　普段手に取っている本や雑誌、そして今まさに読んでい
る国学院大学学報などの出版物は長い道のりを経て読者の
手元に届く。今回、学生記者は本紙をはじめ数多くの出版
物の印刷を手掛けるサンケイ総合印刷（鶴田東洋彦社長）
の川口泰弘工場長の案内で、埼玉県戸田市の印刷工場を突
撃取材した。 ［取材・柳下、撮影・本間］

企画
紙面に掲載する記紙面に掲載する記
事の企画を練る。事の企画を練る。

取材
対象者に取材。対象者に取材。
記事を書き写真記事を書き写真
を撮る。を撮る。

制作
記事・レイアウト記事・レイアウト
を制作。印刷工場を制作。印刷工場
へとデータで送らへとデータで送ら
れる。れる。

印刷2 給紙

「巻
まき

取
とり

」と呼ばれる大きな
ロール紙が輪転印刷機に設
置される。約２万部の学報
には重さ約1トンの用紙が
必要となる。

印刷5 検紙

印字の色の乗りは印刷機の稼働
時間や紙の質感、天候などによ
って変化する。印刷中は全ての
学報の印字が均一な色味になる
ように輪転印刷機の回転数やイ
ンキの量を一括で管理する検紙
台に検紙員が立ち、常に微調整
を行っている。また10分ごと
に仕上がった学報を肉眼で見
て、紙面に色合いの変化が起き
ていないか確認している。最後
には人の目が頼りとなるのだ。

印刷4 折り出し

印刷された一枚続きの用紙
は折り機で畳まれ、タブロ
イド判の大きさに裁断され
る。紙面の左右がギザギザ
しているのは裁断する刃が
ノコギリのような形状をし
ているため。

印刷3 印刷

印刷が始まると、巻取から
用紙が輪転印刷機へと引き
込まれていく。用紙にはイ
ンキが転写され、真っ白の
一枚続きの紙に文字や写真
が描き出されていく。

START

約２万部の学報は１時間半ほどで印刷を終
え、読者の元へと運ばれていく。
印刷工場での作業の多くは機械によって自
動化されている。しかし、質の高いものを
生み出すためには人間による繊細な作業や
確認が欠かせない。川口さんら印刷のプロ
たちは印刷機や紙のわずかな変化を感じ取
って調整を行っている。「質の高い印刷物
を作ることで紙媒体の魅力を手に取って感
じてもらいたい」。そう話す川口さんから
は印刷に対する強いこだわりを感じた。

読者の元へGOAL

印刷は繊細さ
が

求められる仕
事

印刷1 製版

送られたデータを基
にアルミ製の刷

さっ

版
ぱん

が
作られる。完成した
刷版は輪転印刷機に
設置される。

川口工場長

　　監督就任は、３部に降格した直後。チームの雰囲
気は
伊藤監督（以下、伊藤）：ラグビーを楽しめている学
生が少なく、練習に対する主体性もあまりなかったで
す。生活の部分では、寝坊や遅刻が多く、セルフマネ
ジメントができていないと感じました。まずは基本的
な部分からの見直しが必要だと考え、世界のラガーマ
ンに必要な「品位」「情熱」「結束」「規律」「尊敬」の
５つの要素を浸透させていこうと思いました。
　　就任したシーズンに２部復帰。次の目標は１部昇
格ですね
伊藤：今シーズンの目標は「１部への入れ替え戦出
場」。そのためには２部で２位以内に入らなければい
けないので、具体的な目標を設定しやすいです。９月
16日からいよいよリーグ戦が始まりますので、応援
をよろしくお願いいたします。
　　2015年のＷ杯イギリス大会では、日本代表が大

活躍しました
伊藤：ヘッドコーチを務めたエディ・ジョーンズ氏は
背の低い日本人が世界で勝つために、低くて速い、機
動力のあるタックルに磨きをかけたそうです。日本人
の強みを生かしたプレーで強豪の南アフリカに勝った
ことは、小柄な選手が多いわれわれのチームにも夢や
目標を与えてくれました。
　　来年のＷ杯日本大会に向け、見どころは
伊藤：まずは細かいルールを気にせずに、体と体がぶ
つかる音、選手が叫ぶ声といった迫力を楽しんでくだ
さい。今年８月末からは各地で社会人ラグビー「トッ
プリーグ」の試合が始まっており、11月には世界ラ
ンク１位のニュージーランド代表と日本代表のテスト
マッチが東京都内で行われます。一人でも多くの人が
ラグビーに、そしてＷ杯に関心を持ってくれたらうれ
しいですね。

日々の積み重ねがチームを強く
　　国学院〝らしさ〟で１部昇格目指す

ラグビーフットボール部  伊藤護監督

　平成23（2011）年５月から国学院大学ラグビーフッ
トボール部（以下、ラグビー部）の監督を務める伊藤護
氏。現役時代はスクラムハーフとして東芝府中（現・東
芝ブレイブルーパス）に所属し、日本代表としても活躍
した。本学ラグビー部は現在、関東大学ラグビー・リー
グ戦グループ２部で戦っており、１部昇格を目指してい
る。７年をかけて作り上げてきたチームの姿と、指導者
の一人として来年に控えたラグビーＷ杯日本大会への思
いを聞いた。
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　間伐は紫波町上松本地区で８月25、26日に行わ
れ、学生14人（初参加10人）、卒業生・教職員14人
が参加した。
　５名前後の班に分かれ水

みずわけ

分森林づくり推進協議会の
方々から道具や安全指導を受けながら、直径20cm程
度の木を倒していく。
　作業前の森林は杉が多く生え、枝葉が日の光を遮っ
ていた。植物の成育に欠かせない日光が十分に差し込
まない状態にしておくと、木材となる木が育たなくな
ってしまう。間伐はこれらの木を正常に育たせるた
め、間引きする木を選定する。紫波町では間伐で切り
倒された木は砕いてペレット状にし、公共施設の暖房
などの燃料として利用している。
　作業に使える道具は鉈と鋸のみ。鋸を引いて木を切
るが、刃が引っかかることもあり参加者は一苦労。
「木の真ん中に切り進むほど、刃が重たくなり腕が疲
れたが、その分強い達成感を得ることができた」と小
宮千穂さん（法１）は話す。
　倒した木は２ｍずつに切りそろえ、搬出しやすい場
所までバケツリレー形式で運ぶ。参加者は不慣れな道
具やずっしり重たい丸太の運び出しに悪戦苦闘しなが
ら、間伐作業の大変さを身をもって体験した。
　森木会の会長を務める勝村渓太さん（史２）は「間
伐作業には達成感がある。東京で生まれ育った自分に
とって、紫波町は帰ってくる場所になった。ここで東

京の良さを改めて感じるようにもなった」と話す。
　参加学生の９割は関東出身。初体験の現場環境は都
会で味わえない疲労感もある。しかし、作業後、切り
株を囲んで空を見上げると、そこにはポッカリと空間
が。日が差し込んでくるのを目の当たりにし、自分た
ちの手で森林成長の手助けができたことへの達成感を
得ていた。
　また、間伐作業を通して、参加者同士の交流が深ま
っていくのもこのツアーの魅力の一つ。遠い土地の人
々、年の離れた卒業生と励まし合い、木の切り口の美
しさを褒め合ったりすることで世代の壁を越えて親睦
を深めていくことができる。
　厳しい作業ながら、15年間続けることができたの
は、これらの魅力が支えてくれたおかげなのだ。

　間伐とは、木々で混みすぎた森林の立木を間引く作業。この作業によって、森林に日が差し込み、樹木
の成長の助けとなって、豊かな環境をつくる。本学公認サークル「森木会」は間伐体験ツアーを、ＮＰＯ
法人紫

し

波
わ

みらい研究所の方々とともに、毎年８月下旬に岩手県紫波町で実施している。
　今年で15年目を迎えた間伐体験ツアーの参加者がこの活動の何に魅力を感じているのか取材した。
 〈取材・本間〉

柔道部
東京学生 藤阪選手が優勝
全日本学生に７人出場へ
　東京学生柔道体重別選手権大会が９月２
日、日本武道館で行われた。柔道部の選手で
は、男子66kg級で藤阪泰恒選手(健体４)が
優勝、同81㎏級で長澤大雅選手（健体２）
が準優勝だった。66㎏の本学学生の優勝
は、昨年度の久家寛己選手（健体４＝当時）
に続いて２年連続。
　この他、上位入賞や代表決定戦を勝ち抜い
た５人が、９月29、30日に日本武道館で行
われる全日本学生柔道体重別選手権大会に出
場する。

柔道部
川上コーチ、院友・北野選手
全日本実業で３位
　第48回全日本実業柔道個人選手権大会が
８月25、26日にベイコム総合体育館（兵庫
県尼崎市）で行われた。男子90㎏級に、柔
道部コーチの川上智弘選手、院友の北野裕一
選手（パーク24、平25卒・121期経営）が
出場し、３位入賞を果たした。川上選手は平
成28年の同大会男子81㎏級で準優勝を果た
して以来、北野選手も28年大会90㎏級で３
位に入って以来の好成績となった。
　これにより両選手は、今年11月に千葉ポ
ートアリーナで行われる講道館杯全日本柔道
体重別選手権大会の出場権を獲得した。

ソフトテニス部男子 首都リーグ１部で優勝
　首都学生ソフトテニス秋季リーグ戦が９月
３日から５日の３日間、千葉県白子町で開か
れた。３部から構成されるリーグの１部に所
属する男子は、４勝１敗の勝ち点４で２年ぶ
りに優勝した。１部所属の女子は４勝１敗で
勝ち点４を挙げたが準優勝だった。
　男子のダブルス選手権には、所属各校から
160ペアがエントリー。濱野達哉選手(健体３)・三輪航平選手(史２)ペアが準優
勝、小出尚典選手(史１)・藤木敦也選手(神文１)、新沼稜大選手(初教１)・佐藤
大和選手(健体１)の２ペアが３位となった。女子ダブルスは、同部から出場した
４ペアのうち３ペアがベスト16に入った。

剣道部
ロシアの剣道愛好家と交流
　日露青年交流センターなど共催の日露青年
交流事業の一環として７月10日、11日、ロ
シアから来日した剣道愛好家25人が来校し
た。本学剣道部の学生たちと合同稽古を行っ
たほか、植原吉朗人間開発学部教授・剣道部
長による講義や歓迎セレモニーなどが行われ
た。
　合同稽古では、植原部長、林田光弘総監督
の指導で練習を行い、日露の剣士たちは大き
な声を出し竹刀を合わせた。

卓球部女子
全国大会で初のベスト８
　全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部
が７月12日から15日まで墨田区総合体育館
（東京都）で開催され、卓球部女子が創部以
来初となるベスト８に入った。
　予選リーグを１位で通過した同部は、決勝
トーナメント２回戦で前年度入賞の朝日大学
に対し、１－２の劣勢から塚本佳苗選手（日
文２）が逆転で勝利。続く試合も長尾真由選
手（経ネ４）が熱戦を制して３－２で勝利
し、ベスト８となった。
　男子も予選リーグを通過し、決勝トーナメ
ント２回戦では春のリーグ戦で敗れている埼
玉工業大学と対戦。吉田朋弥選手（日文４）
が、中国人留学生に勝利するなど熱戦を繰り
広げたが１－３で敗退し、６年連続のベスト
16となった。

木を倒し、森を守る！
間伐活動15年目の夏 　森

し ん

木
ぼ く

会
か い
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　９月1日、東都大学野球秋季１部リーグが開
幕した。春季２位の本学硬式野球部は、平成
22年秋以来の優勝を目指す。第２週（９月11
日）から対戦カードが組まれた同部は立正大学
と対戦。１回戦では、野球大学日本代表（侍ジ
ャパン）に選ばれた清水昇投手（日文４）が先
発し、六回途中まで一本の安打も許さない投球

でスコアボード
に０を並べた。
　 清水投手を援
護したい打線は
五回に敵失と安
打で一死二・三塁
の好機を作り、２
番・工藤陽平選手
（哲４）が右中間
に適時二塁打を
放ち先制点を挙

げた。八回には８番・伊藤雅人選手（経ネ３）
の内野安打の間に走者の戸堀敦矢選手（健体
２）が二塁から一気に本塁を突き、貴重な追加
点を挙げた。
　清水投手は九回に本塁打で１点を失ったが、
３安打１失点で完投勝利。初戦を白星で飾った
（３－１）。
　続く２回戦（12日）は、四回に１点を先制
するも、リリーフ陣が粘れずに１－２で逆転負
け。３回戦も六回までに４点を奪われ１－４と

リードを許したが、４番・鎌仲純平選手（健体
３）の２点適時打などで同点に。九回には鎌仲
選手に決勝点となる適時三塁打が飛び出し、５
－４で接戦を制した。

時　代：江戸時代〔文政11（1828）年〕 
　本資料は、舞楽の装束や面を着けた舞人を
描いたもの。江戸後期の文政11（1828）年、
「近藤有等」の識語があります。東

あずま

遊
あそび

や納
な

蘇
そ

利
り

、胡蝶など各演目の舞人の図像を中心に、装
束の文様・彩色の説明などが詳細に記されてい
ます。 
　舞楽とは、主に古代に中国大陸や朝鮮半島な

どを経由して日本に伝来した楽曲・舞踏で、宮
廷儀礼を中心に、寺院の法会や神社の祭祀で奏
されました。東遊など日本伝来の国

くにぶりのうたまい

風歌舞も、
本資料のように舞楽に含めることがあります。 
展示案内：本資料は、特集展示「舞楽」（９面
参照）でご覧いただけます。   
ウェブサイト案内： 
http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 
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柔道部

硬式野球部

全日本ジュニア
66㎏級 相田選手優勝
81㎏級 長澤選手準優勝

東都大学野球開幕
エース好投 白星スタート

　全日本ジュニア柔道体重別選手権大会が９月８、９日
に埼玉県立武道館で行われ、男子66㎏級で相田勇司選
手（法１）が優勝、81kg級で長澤大雅選手（健体２）
が準優勝と活躍した。
　ノーシードから勝ち進んだ66㎏級の相田選手は、準
決勝で延長の末、一本背負投で優勢勝ちを収めるなど次
々と全国の強豪を退けた。決勝では大内刈りでポイント
を奪い優勢勝ち。ジュニア日本一の座に登りつめた。同

階級に出場した新井雄士選手（史１）は２回戦敗退だっ
た。
　前週の東京学生柔道体重別選手権大会でも準優勝の長
澤選手。この日も１、２回戦と一本勝ちで勝ち進み好調
さをうかがわせた。延長までもつれた決勝ではポイント
を奪われ、惜しくも敗れ２週連続の準優勝となった。
　相田選手は、バハマで10月17日に開幕する世界ジュ
ニア選手権の代表に決定した。

１回戦で３安打完投勝利の清水投手

準優勝の長澤選手（右）

ジ
ュ
ニ
ア
日
本
一
の
相
田

選
手（
左
か
ら
２
人
目
）

五回表、右中間に先制の適
時二塁打を放った工藤選手

清水投手 世界相手に力投
　侍ジャパンに選出された硬式野球部の清水昇投手（日文４）は、オランダで行われた第
29回ハーレム・ベースボールウィーク2018（７月13～22日）で、中継ぎとして３試合
に登板。１勝を挙げた。日本代表は開幕から７戦全勝で、12大会ぶり４度目の優勝を遂
げた。

速報
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